
 

 

 

 

 

 

 

秋が深まり、「実りの秋」にふさわしく、生徒たちの学びも充実したものとなっています。 

さて、２学期がスタートし、生徒たちは気持ちを新たに日々の学習や部活動、そして学校行事に前向

きに取り組んでいます。１学期での学びや反省を活かし、一人一人が目標を改めて設定して一歩を踏み

出す姿には、中学生らしい頼もしさを感じております。 

２学期も日々の教育活動において、生徒一人一人を認め、励ましながら、健やかに成長できるよう、

職員一同頑張ってまいります。保護者の皆様、地域の皆様には、引き続き、本校教育活動へのご理解と

ご支援をいただきますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

文化祭・合唱コンクール 

10月 21日（水）に、栃木県総合文化センターにおいて、文化祭・合唱コンクールを開催いたしました。

多くの保護者の方にお越しいただき、ありがとうございました。 

午前の部の学習発表では、少年の主張発表や英語スピーチ発表、平和親善大使広島派遣事業の活動報

告がありました。それぞれに学習してきたことや経験したことを自分の言葉で、そして豊かな表現力で

発表しました。また、科学技術部と美術部による活動報告や展示説明がありました。 

合唱コンクールでは、文化祭スローガン「想いを奏で 心をつなぎ 感動あふれる一つの舞台へ」にあ

るように、クラスで毎日練習してきた成果を発揮し、それぞれのクラスが感動あふれる一つの舞台を仕

上げてくれました。どのクラスも見事な表現力で、学年が上がるにしたがって、迫力や歌詞の理解、表

現力が高まっていく合唱でした。特に３年生の合唱は、１・２年生の今後の目標となるものでした。 

午後の部は、吹奏楽部の発表でした。発表の中では、急遽結成されたアイドルグループが登場したり、

３学年の３名の先生が熱唱したりと吹奏楽部とのコラボレーションがあり、会場は大盛り上がりでした。

楽しいステージの後、最後には、コンクール発表曲の「オペラ座の怪人」の圧巻な演奏で、舞台を締め

くくってくれました。 

 

      

 

 

［校訓］ 聡く 強く 美しく 

そして、陽北中生としての誇りをもつ 
第６号 

＜目指す生徒像＞ 

○ 自ら考え、主体的に学ぶ生徒 

○ 活気に満ちた、たくましい生徒 

○ 心豊かで、思いやりのある生徒 

 

   

学校だより 令和８年１０月３０日 

宇都宮市立陽北中学校長 大場賢治 

井 久 



避難訓練（不審者対応） 

 10月 28日（水）に、不審者が校内に侵入したことを想定した避難訓練を行いまし

た。不審者に対して、職員は刺又（さすまた）での対応、生徒は、職員の指示に従

い教室に避難し、入口にバリケードを作りました。生徒たちにとってバリケード作

りは初めての経験でしたが、真剣に取り組んでくれました。 

 

 
 

いじめゼロ集会 

 10月７日（水）に、いじめゼロ集会を開きました。各クラスで作成した「いじめ

ゼロに向けたクラスの合言葉」を作成理由とともに生活委員が発表しました。発表の

後、全校生が一人一人いじめゼロに向けて自分に何ができるかを考え、「私のいじめ

ゼロ宣言」を行いました。各自で考えた「いじめゼロ」に向けた具体的な取組を実行

し、各クラスに掲示してある合言葉を毎日確認しながら、学校全体で「いじめゼロ」

を目指していきます。 

 

１-１ その言葉 気づかぬうちに傷を生む          １-２ 心から笑顔を咲かす 絆の輪 

１-３ その言葉 大丈夫 一言で奪う命 一言で救える未来 １-４ 「やめよう」と言える勇気 「大丈夫？」と言える優しさ 

１-５ 「ごめん」の一言だけじゃゆるせない誰かの行動  １-６ いじめゼロ 見てる人でも同罪です 

２-１いじめゼロ 個性を認め深める友情 絆でつくるクラスの輪 ２-２ あの子はいつも笑っているけど気付いてあげて陰の涙 

２-３ いじめゼロ みんなでつくる 笑顔の輪           ２-４ 思いやりで なくなる涙 増える笑顔 

２-５ 凸と凹 違いを認め合って□に             ３-１ お互いに手を取り合っていけばいいじゃないか 人間だもの 

３-２ 気付く勇気 止める勇気 支える勇気             ３-３ もしかして そこにあるかも 叫びの声 

３-５ 何気ない その一言に 気をつけて               ３-５ 咲かせよう 助けた先の その笑顔 

 

 

 

日々雑感 

 令和９年度から使用する体育着を、校長室前に飾り披露しております。体育着を決

定していく過程で保護者の皆様をはじめ、たくさんの方々にご意見をいただき、あり

がとうございました。お陰様で、とてもよいものとなったと思います。新しい体育着

を目の前にして、とてもワクワクする楽しみな気持ちがあります。それと同時に、今

まで長く着続けた体育着がなくなっていく寂しさも感じます。以前、もう大人となっ

た卒業生同士が「青ジャージなら１つ下の学年だね」などと体育着の色で当時の学年

を思い出している光景を見たことがあります。このような会話も将来的になくなって

しまうと思うと寂しさが増してきます。 

さて、インフルエンザの流行の兆しが本校においても見られます。学校では、換気はもちろんのこと、

うがい・手洗いの習慣化、咳エチケット等による感染予防に努めていきたいと思います。 

体調不良の場合には、無理をして登校せずに休養し、発熱がある際は医療機関を受診するようにして

ください。 

 


